


高
部
新
太
郎
(
市
議
〉
、
相
原
庄
太
一

郎
門
市
議
〉
、
谷
口
久
綴
ハ
平
塚
)

山
鱒
昌
雄
門
市
議
〉
、
田
中
四
郎

(
市
議
)
、
後
生
源
治
(
教
育
委
員
)

山
本
億
一
ハ
教
書
委
員
〉
、
守
屋
覚

之
助
(
農
業
委
員
)
、
小
菅
笑
ハ
開
眼

業
委
員
〉
、
鈴
木
好
雄
ハ
市
助
役
)

平
田
宣
誉
ハ
市
収
入
役
〉
、
山
口
功

平
塚
市
新
市
建
設
審
議
会
委
員
の
前
任
者
の
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
問
機
関
で
、
合
併
後
の
新
市
建
設
計
後
半
五
カ
年
(
四
十
年

E
四
十
四
年
〉
ハ
市
金
岡
田
審
議
室
長
〉
、
宮
代
甚
三

全
員
送
還
が
行
な
わ
れ
、
十
月
一
で
、
新
任
の
会
長
に
は
、
守
強
鴬
之
碕
の
調
整
や
実
施
に
つ
い
て
審
議
ナ
の
年
度
射
事
業
の
実
施
計
画
を
策
定
ハ
団
体
役
員
〉
、
樋
口
覧
快
ハ
団
体

白
、
十
六
名
の
委
員
は
、
い
ず
れ
も
あ
勧
反
が
就
任
し
ま
し
た
。
る
も
の
。
ナ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
才
。
新
任
役
員
)
、
梶
浦
実
〈
学
識
経
験
者
〉

た
ら
し
い
顔
ぶ
れ
と
窓
り
ま
し
た
。
新
市
建
設
審
議
会
は
、
市
長
の
訪
問
問
年
度
は
、
新
市
建
設
計
磁
の
う
ち
の
委
員
は
次
の
と
お

p
o
(敬
称
略
)
谷
口
成
之
(
学
態
様
議
者
)
。

(2) 第 146 号〈第3 種郵便物認可〉台、てコらひ官三昭和 38 年 12 fj 10 El 
専地年調市
議が来査内農
産霊つ 、中農産
家ぷ毎で護課
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少②へ襲態十
、~ ~産調二

諜王草月

宍暴言
施環
、i'E

で

め
額
ぶ

ま3、

る

11 

!告12 
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地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
日
出
保
世
帯
の
う
ち
、
前
年
の
一
所
得

が
九
万
円
以
下
の
役
帯
な
ど
一
定
の
姦
準
内
の
役
務
の
保
険
税

が
、
四
鋭
か
ら
六
割
経
吋
附
さ
れ
る
こ
と
に
宜
り
、
臥
民
健
康
保
険

諜
は
、
該
当
世
帯
に
通
知
を
ふ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
留
の
減
税

施
策
の
ひ
と
つ
で
、
市
内
で
は
二
千
四
十
八
世
世
帯
、
五
平
七
百
七

寸
二
人
が
こ
れ
に
該
当
し
減
税
総
録
は
百
八
十
五
万
四
千
九
百
円

ほ
ど
と
な
り
ま
ナ
。



第 146 号

% 

十
一
月
に
行
な
て
向
精
が
八
四
・
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
鐙
一
野
小
の
六
六
・
一
「
一
八
、

わ
れ
た
衆
議
院
議
一
宜
問
、
二
伎
は
吉
沢
の
八

0
・
一
一
一
O
、
一
一
一
一
七
・
六
六
、
池
小
の
六
八
・

員
総
選
挙
は
、
二
一
伎
は
企
図
の
七
八
・
六
二
、
四
位
は
江
一
セ
ン
ト
な
ど
で
し
た
。
二
+

十
一
日
の
投
察
、
一
一
南
高
の
七
七

e

閉
山
六
、
五
伎
は
畿
日
の
一
所
の
状
況
は
別
衰
の
と
お
り
。

二
十
二
日
箆
的
合
一
七
六
・
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
一
×

体
育
銭
で
の
隣
園
田
一
た
、
も
っ
と
も
ひ
く
か
っ
た
所
は
、
大
一

を
無
事
終
了
、
こ

の
ほ
ど
、
市
選
単

管
援
委
員
会
か
ら

、
市
内
の
投
票
状
況
が
発
議
ぎ
れ
ま
し

一
た
。
発
表
に
よ
る
と
、
当
臼
有
縁
者
七

一
万
九
千
四
百
九
十
一
一
人
の
う
ち
五
万
七

一
千
五
百
十
間
人
が
投
寮
投
票
率
は
七
一
一

一
ニ
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
前

一
一
回
間
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
一
月
の
投
禁
率
七

一
一
一
一
二
ニ
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
約
)
パ

1

一
セ
ン
ト
下
ま
わ
る
成
総
に
お
わ
む
ま
し

一
た
。

一
し
か
し
、
今
次
総
選
挙
は
、
全
般
に
級

一
謂
が
う
た
わ
れ
、
事
実
、
全
県
下
役
議
事

作
り
一
は
五
七
g
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川
一
エ

一
一
昆
の
投
繋
曜
は
七
一

e
O五
パ
ー
セ
ン

一
ト
で
あ
っ
た
た
阜
、
ほ
ほ
念
路
間
ょ
う

一
の
投
繁
華
笠
郡
し
た
平
塚
市
の
投
開
問
状

一
況
は
、
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

一
本
お
今
回
、
男
の
投
繁
華
が
殴
バ

1

一
セ
ン
ト
減
少
し
た
の
に
対
し
、
逆
に
、

一
女
が
一
バ
1

セ
ン
ト
認
の
溜
官
闘
を
示
し

た
点
が
密
だ
ち
ま
し
た
。

市
内
投
繋
所
と
と
の
投
繋
事
で
は
、

〈第 3 種郵便物喜豊富D
台、ぐ〉ひ昭和 38 年 12 月間認

衆議需主選@市内投書異状況

11 春日 野中

21 富士見公

判江南海

41 教育委員会
51 体育館
61 市役所

71 議事堂

81 崇慈小

宮 j 松 i京公

101 図書館
111 花水小

12 i 花水公

13 1 農業会館

14 1 須賀公

15 1 :太洋中

16 1 j，巷ノj、

17 I 旭小

18 1 大野支所

19 1 中原ノト

201 入幡公

21 1 大野小

22 1 豊民公

23 i 神 S:J小

24 i 城島小

25 I 金限公
26 I 土屋小

27 I 吉沢小

28 1 I可崎小

29 1 金目小

言十

( 3 ) 

投薬率72・35%、市民57514入の意志がたくされた望書iふ

報道機関や関係者の見守るなかで、 11月 22日、いっせい

に繍草署されたりー見附合体育館で

12月 25 昌{本)
須賀公民館・夕陽ケ丘

母子寮・漁車計品同組合

消防第 5分間庁舎・松

涼公民館。
年
末
年
鎗
の
二
み
収
轟
は
、
次
の
自
程

で
特
別
に
行
な
じ
ま
す
も
ニ
の
点
を
考

え
に
入
れ
て
清
持
に
あ
た
っ
て
〈

K
8

L
 

盟
年
末
の
特
別
総
集

e

出
自
ま
で
作
業

を
続
け
、
務
串
焼
却
州
湯
は
三
十
一
日

午
龍
一
一
一
時
ま
で
録
集
し
ま
す
ゐ
一
鍛

家
底
以
外
の
大
口
措
い
の
方
は
、
で

き
る
ど
け
薦
車
焼
却
場
へ
自

E
微
入

し
て
〈
ど
さ
い

J

麗
年
始
の
特
別
級
轟
務
店
街
な
と
符

に
指
定
す
る
区
域
(
刻
違
放
通
で
昂

知
は
一
月
一
日
一
時
か
句
、
一
般
家
躍

は
一
月
六

E

か
勺
収
轟
し
ま
す
匂

曜
も
え
な
い
ω
w
み
の
特
別
収
轟
別
査

の
予
定
で
特
別
収
草

L

ま
す
。
提
来

の
指
定
場
所
て
幾
日
の
午
前
九
時

ま
で
に
、
か
な
勺
ず
聾
等
に
入
れ
、

こ
ん
芭

L

て
出
L

て
〈
に
さ
い
。

もえないごみ年末特別級轟自稜

収 集 地 域|収集出

富士五おみ判前下水道路を壌に甫酬制開州i削7
g 北棚判担醐唱i同陪附月目日

崇善地区i淘毘崩此t悌蝿 11削2鈎月田削自
1.H 甫酬醐 i凶lロ則2制月2目1 日

見村側町、 立胡野町 !同iロ郎2紛H開制i日紛宮町i
港 地 区i高浜古、夕賭ケ丘、培一Il 112山削I1胤刷j郷州訪飢i討? 

幸町 午石河岸本L場地区 12H21 日

松原地区i臥鋪 12 月 168

花本地復!公雄前通似刺殺綴) 112月四日
IJE木地区I • 酉(霊安芸:震が 112月四日



も
早
く
、
家
藤
金
属
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
第
一
。
時
難
ナ
る
と
曹
は
議
よ

か
ら
落
ち
て
く
る
も
の
に
註
慈
し
、

ふ
と
ん
設
ど
で
体
を
お
お
っ
て
出
る

と
よ
い
。
建
物
の
費
任
者
は
、
老
人

@
病
人
野
幼
児
な
ど
を
ま
っ
先
に
縫

簸
さ
せ
、
そ
の
後
に
金
属
の
瀞
師
離
を

確
認
ナ
A
嘗
で
ナ
。
病
院
中
学
校
な

ど
で
滋
上
か
ら
揖
難
ナ
る
と
き
、
階

段
で
押
し
あ
っ
て
事
般
に
琵
る
例
が

多
い
の
で
す
。
押
し
の
け
た
目
、
割

り
込
ん
だ
り
す
る
入
が
い
て
混
乱
を

・
病
人
や
ち
い
さ
い
子
は
、
っ
一
起
き
な
い
よ
う
遜
切
窓
馴
訓
練
と
指
導

と
め
て
階
下
に
寝
る
こ
と
。
一
一
階
建
一
が
大
切
で
す
。

で
醐
期
段
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
時
四
物
で
一
欝
い
っ
た
ん
瀞
難
し
た
人
が
、
ふ
た
た

は
、
非
常
用
の
縄
や
は
し
ど
は
ぜ
ひ
一
ぴ
危
険
本
火
袋
麗
揚
に
は
い
ろ
う
と

開
閉
怠
ナ
A
嘗
で
す
。
廊
下
に
押
難
の
一

一
す
る
例
も
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
燃

じ
ゃ
ま
に
怠
る
よ
う
な
も
の
を
讃
か
一

一
え
て
い
る
家
へ
ふ
た
た
び
は
い
る
と

怠
い
こ
と
も
大
切
な
心
が
け
で
す

e

一一
い
う
よ
う
本ζ
と
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

た
と
曹
は
、
す
と
し
で
一

一
心
し
て
、
決
し
て
すA嘗
で
は
な
い

一
一
の
で
ナ
。

縄
選
、
輪
一
一

l
i
-
-
l
i
l
i
-


鋭
、
で

s

一
一

;
i
l

新
し
カ
、
一
一

、
傍
開
向
車
一
一

に
議
筋
防
一
一
ト
ー

J
P

舎
を
1

消
…
一
噌
ム

F
J
F
ん
1

み
れ

庁
本
型
輪

2
4
4
d
g
;

罰
2
ω
4

一
一

分
M
R

の

2

8
9
p
g

中
一

第
欝
ン
台
一
一

回
水
サ
叩
均
一
一

防
磁
ツ

h

一
一

潟
ト
一
一
コ
一
一

の
フ
式
パ
一
一
，
み
ん
な
で
防
お
・
あ
か
る
い
正
月
。
一
銭
審
事
件
や
時
女
暴
行
、
強
的
、
議
力
一
鐙
た
ち
の
惑
い
ょ
っ
ぱ
ら
い
や
、

毎
ソ
年

t
t

一
一
一

浜
は
侃
ば
一
一
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
平
霊
祭
一
行
為
、
吉
本
ど
も
崩
事
る
時
拐
で
一
口
、
量
な
し
し
舞
い
、
三

西
酒
ぬ
新
一
一
審
は
、
並
立
木
年
拾
の
特
別
欝
戒
に
は
い
一
も
あ
主
主
ナ
。
欝
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
の
い
や
が
ら
せ
本
ど
、
ち
い

v

ふ
脚
色
剤
一
す
、
問
時
に
、
各
家
庭
で
の
防
犯
心
が
一
被
害
霊
山
ぐ
い
ち
ば
ん
の
き
め
ま
出
、
一
力
行
為
も
ゆ
る
支
き
で
は
噌

間
新
内
凡
…
一
ま
え
を
い
っ
そ
う
つ
よ
め
る
よ
う
求
め
一
年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
い
設
か
で
、
市
一
せ
ん
。
ナ
マ
一
一

O
番
か
、
記

酬
む
持
制
れ
一
一
て
宮
ま
じ
た
。
昨
年
十
二
月
に
発
生
し
一
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
し
た
一
駐
在
所
に
印
刷
け
出
で
、
そ
の
岨

岸
し
鍵
か
ま
…
一
た
ド
ロ
ポ
1

の
被
害
は
、
市
内
に
百
四
一
防
犯
意
識
を
も
っ
て
ナ
ご
す
こ
と
だ
、
一
挙
ナ
る
、
そ
れ
が
暴
力
出
泊
旅
市

一
一
一
二
M
M一
一
十
一
一
淳
、
他
の
月
の
百
件
遣
に
く
ら
一
と
し
、
宮
在
、
あ
ら
た
め
て
励
行
一
て
で
す
。

防
置
で
は
に
一
一
A
て
四
一1
パ
セ
ン
ト
の
増
加
瞳
笠
郡
一
号

U
が
け
て
ほ
し
い
と
強
調
し
て
い
ま
一
額
明
る
い
夜
道
は
安
全
コ

i
ス
で
ナ
。

消
配
水
格
会
ニ
一
一

の
を
殴
値
幻
…
一
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
年
年
の
笠
ナ
。
一
夜
お
そ
く
な
っ
た
と
曹
は
、

設
台
も
入
と
一
一
に
は
犯
罪
が
多
発
す
る
の
が
例
で
、
骨
髄
一
磁
再
る
と
吉
中
、
家
を
る
す
に
す
る
と
一
道
で
も
、
人
ど
』

新
1
b

購
る
ム
一
一

、
各
か
の
え
口
一
酷
で
は
、
と
と
し
の
年
末
も
、
決
し
て
一
曹
は
、
厳
重
に
か
ぎ
を
か
け
る
こ
と
一
い
道
ぞ
選
一
ぷ
か
、

月
車
磯
合
加
一
一
例
外
で
は
友
い
と
し
、
厳
戒
体
制
酬
を
と
一
が
防
犯
の
第
一
歩
で
ナ
。
外
出
ナ
る

日
前
額

2

を
a
一
一

i

一
一
っ
て
い
ま
ナ
。
一
と
曹
は
、
お
隣
り
に
よ
く
た
の
ん
で

E
E
a
g
i
e
g
L
一
と
く
に
、
ド
口l
ポ
ー
だ
け
で
本
え
お
く
こ
と
~
もt
hれ
ず
に
。

叫
帽
防
京
都
は
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
、
括
和
み
そ
か
ま
で
の
一
殉
柄
、
市
内
の
舟
消
防
構
闘
争
動

揺
し
て
、
飛
来
叱
災
頼
関
韓
吋
に
は
い
り
事
ナ

c

年
々
激
増
の
領
府
に
あ
月
火
災
発
生
に
、
年
の
瀬

の
あ
わ
た
だ
し
き
が
手
伝
っ
て
、
い
っ
そ
う
市
一
を
つ
け
る
終
果
と
な
ら
な
い
よ

5

、
と
く
に
き
び
し

い
欝
戒
を
行
怠
う
わ
け
で
、
非
容
の
消
防
部
隊
も
動
員
ナ
る
ほ
か
消
防
団
員
七

t

十
名
に
よ
るw判
明
恒

滋
も
出
し
て
万
全
を
閣
制
ナ
計
磁
で
す
。

教
育
委
員
会
は
、
来
春
の
入
学

期
に
そ
な
え
て
、
特
殊
学
級
の
授

業
参
観
と
教
青
相
談
ぞ
許
画
、
特

殊
学
級
へ
入
級
さ
せ
た
い
予
を
お

持
ち
方
と
、
特
殊
学
級
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
の
来
授
を
お
得
ち
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
い
ま
、
小
学
校
三

ク
ラ
ス
、
中
学
校
ニ
ク
ラ
ス
の
特

殊
学
級
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
級
は
、
一
ク
ラ
ス
十
五
人

の
小
人
数
で
編
成
さ
れ
て
い
て
、

手
の
い
き
と
ど
い
た
一
指
導
者
通
じ

て
、
お
く
れ
て
い
る
子
の
力
を
で

き
る
だ
け
の
ば
そ
う
と
す
る
努
力

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
春
の
新
入
学
を
ま
え
に
、
特

殊
学
級
へ
入
れ
た
方
が
。
と
い

う
心
配
を
お
持
ちmX方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
実
際
の
岨
眠
薬

を
ど
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
出
出

尽
は
、
授
業
客
観
後
、
教
宵
抽
出
談

に
も
応
じ
ま
ナ
。
特
殊
学
級
の
設

け
て
あ
る
学
校
は
次
の
と
お
り
で

す
。
も
よ
り
の
学
校
へ
と
来
校
く

だ
さ
い
。

マ
験
当
校
。
崇
欝
小
、
花
水
小
、

大
野
小
、
浜
居
中
、
大
野
中
。

マ
白
時
・
明
年
一
月
十
四
門
口
(
火
〉

午
前
九
時
i

十
時
ま
で
授
業
参

銭
。
十
時i
十
一
時
ま
で
教
育

相
談
。
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納
税
者
の
要
望

に
ぴ
っ
た
り

納
税
貯
蓄
総
合
加
入
の
す
す
め

税
金
は
納
期
に
な
っ
て
、
一
時
に
一
は
、
①
補
助
金
の
受
付
、
⑦
普
道
預

ま
と
ま
っ
た
お
金
を
用
意
す
る
と
な
一
金
よ
り
一
一
麗
高
い
預
け
金
利
子
、
③

る
と
、
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
一
国
税
延
滞
税
の
免
除
、
④
組
合
関
係

せ
ん
。
そ
と
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
納
税
一
線
綴
等
の
印
紙
税
の
免
除
、
③
報
僚

の
た
め
の
準
備
を
し
て
お
け
ば
心
配
一
舎
の
受
付
本
ど
の
特
点
が
与
え
ら
れ

が
な
い
わ
け
で
ナ
。
収
入
の
あ
っ
た
一
ま
ナ
。

と
吉
、
そ
の
っ
と
、
一
部
を
税
金
の
一
組
合
へ
は
い
り
た
い
と
お
考
え
の

分
と
し
て
貯
議
し
て
お
く
と
と
が
、
一
ば
あ
い
は
、
も
よ
り
の
納
税
貯
蓄
話
相

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
一
告
か
、
税
務
饗

i

地
方
事
務
所
税
務

に
は
、
組
織
を
つ
く
っ
て
協
力
し
あ
一
課
、
市
役
所
税
務
課
へ
加
入
持
望
を

う
と
一
応
較
的
実
行
し
や
す
く
、
確
実
一
お
申
し
出
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
適

で
ナ
。
こ
の
要
望
に
ぴ
っ
た
り
あ
て
一
当
主
組
合
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
ナ
。

は
ま
る
の
が
、
約
税
貯
蓄
組
合
で
あ
一
ま
た
、
近
く
に
組
合
が
な
い
よ
う
な

る
と
い
え
ま
し
ょ
と
き
は
、
二
十
人

う
。
協
鱗
畿
醐
伊
以
上
の
納
税
者
が

時
制
税
貯
蓄
組
合
範
溺
議

Y
F
K

ま
と
ま
っ
て
、
あ

は
、
法
樟
に
も
と
駿
綴
駿
滋
糠
鶴
田F
\

た
ら
し
い
納
税
貯

づ
い
て
、
図
。
県
額
盛
騒
額
融
時
番
組
合
を
設
立
す

・
市
の
各
種
税
金
輯
静
観
綴
織
機
畿
る
こ
と
も
で
き
ま

の
納
税
資
金
を
好

l
i
l
-
-

ナ
。
こ
の
と
相
談

議
ナ
る
の
を
自
一
的
と
す
る
も
の
で
、
一
も
、
前
記
税
務
窓
口
で
応
じ
て
い
ま

借
入
で
も
法
人
で
も
、
任
意
円
ナ
。

れ
ま
ナ
。

こ
の
組
合
は
、
組
合
員
の
叫

金
の
貯
議
の
あ
っ
せ
ん
を
し
、

t:J 、ぺ〉らひ

ff 23臼悠公民童官

I 0 29日岡崎出張所

~ H 30臼東中隊公E亘書官

l 機時間・各会場と午後 1 時30分~3

時まで。
山

水道管を望撃さから守ろう

毎年、主宰さがきびしくなると、

道管や蛇口が凍って破裂(零度以

下〉ナる伊jが多く君主ります。

⑨件lこでている水道管は、毛布のよ

:ま iまうそう

盤巡回臼程
ツベルクリン巡回接種 ー接種目ー

ìt~生諜l士、明年 1 司ツベルクリンの 1 月呂田 金田小学校 ゴニ豊富小学識

巡回接種を行ないます。接種後判定 11 14臼富士見公民館 金田小学校 l 宮つけ、その上からナワをナ吉まな

をfすなって、陰性の人lこはBOGを o 羽田 城島公民館登自公民館 l く巻き、さらにピニ-jレテープか、
接種し、結核lこ対ナる抵抗ブつつける グ 21 日 tJ!公民吉富吉沢小学校 ピニ ルの風呂書置を巾 5 .，.*位に切つ

ことになりまナ。対象者はぜひ受け 1I 27百碕総出張所中咳小学授 て巻いて下ざい。

てください。なお、自然に陽転した" 28日東中原公民館 田村公民館 l ⑧水道菅平蛇口が凍りついたと曹に

方は保健所で無担健康診控訴を受ける l ー判定と BCG接種5一 直接熱湯をかけると、液製ナること

ことができます。 1 月 10 日 金目小学校土屋小学校 がありますから、せいぜい50~60度

重量対象者・ 2呂町33 ・ 4 ・ 2 ---38 ・ 6 11 16B富士見公民館 金沼小学校 位のお湯を器皇居かけるようにしてく

京臼までに生れた子。制金無料。 H :22 目 減島公民童富農EE公民館 だ吉い。(県のたより泊、ら J

1 J守にツベルタザン@

ff 13 日!日四宮公民舘 EEî寸公民館

グ 14臼松噴公民館八幡公民館

u 163 中京公民館

11 1T 日 須賀公安書官

If 18B 吉富士箆公民書官

I! 1 ~ì 日 花水公民館

H :';1)8 !t主総合武道場

重量時腎・各会壌とも、午後 1 時:30分

から 3 時まで。

111111111111111"'""1"'"11""111"11111 

ほうそうの予防接稜

衛生課i土、秋刀定期ほうそうの予防

接穫を次の回復で忠臣13電溜します。

対象児をお近くの会場へおつれくだ

さ

量盟主す象兇マ第 l 再再ヨヨ和38" 3 ・ 1 ~38 

・ 8 ・ 81 日までに生れた子と、生後

一変もこの接種を受けてい左い二子

。 マ第 2 期日呂予口30 ・ 4 ・ 2 --38 ~ 

4 ・ 1 までに生れた子(来春入学

J担〉

• 1 人 lO;:gをご用意くださぜ、

富士見公民館

す吉水公民館

見F百台武道場

ことし 4 月、し尿沙み耳ノ η 吊J受

の改正を行本ってから 8 カ月新

紙芝も凱遂にのってきました。

しかし、汲み取りの 9 11l約閉店

平、一部作議員の控客態宣など

について、まだ不ァ分主況も多

いので、とくにほ可 ξ、平塚市

の清掃作業サーピスエ3 樹としま

した。今まで不十分であつなと

ころの改善と市民lこ対アるサー

とスラD万全を認J1-のかねら v 、

でナ。作業完全員!こ、市で定心

た押章をつけさせることにした

ほか、業者と作業員lこは、こま

かく、改善ナペき点を指示いた

します。 J膏柄作業;こ対するご不

満やと憲一毘を、このさい、えん

りょなくおよせくださいο 霞長2

作業員におっしゃっていただい

てけっこうでナ。この月間をつ

うじて、ど家庭にさっぱ E した

お正月の環境をお贈りし、日ご

ろのし尿処理に対ずると不穏や

なやみを解泊したいと考えてい

まナ。

ﾗ ﾗ 



;たが明治40年高等宮三等従五位
!に叙せられた機会に官界を去り

お0.92 大IE8 年 (1919) 4 月該社が海
箪火薬敵となるまで嘱託として

:活動したという。その後写真工

太次郎 畿と技術の研究の為欧米先進地
，-を視察し帰耕後は日本乾板株式

潟綴僕歪霊 会社製造部長として活緩し主主底
における感地乳剤事業の先鞭を

故市関太白血目は平塚新宿 910 7，主したと意われている。
番地に居住し色々の厨で本市の かく事業lこ悪事係して活動を続
交イむに寄与した人である。 ける傍ら刀剣を愛し武具を集め

t皮は明治 3年 ([870) 岐阜県 鑑識力は斯界の長老と評判され
土岐町亀次郎の長男として主主れ;ていた。また16丹を好みその科
東京帝短大学化学科を$藷善後海 学的栽培には売るペきものが多
憲兵学校教信を拝命し海軍技富市 かった。特に毅顔の交配と変積
として呉海軍造兵織の分析料と の発見に力を注ぎ平塚幸男務会ぞ
火工部の主任となった。幾何も 綴織して日時好者に栽培を勧め織

なく命により薬密に出張し次い 花蔚には数回展示会を催ナなど

で海鼠大学教官となった。務英 l 一時平塚朝顔会の名は会溜的に
中は造兵監督官として英慣鎚火 知れ渡ったことが恋る。また奨
蓮華輸入の留に当ったが8m軍戦争 腹立会託を数回発行したことも
塁手]発と同時に従箪した。明治37 ある。伎は送空曜と号し邸時生
年 (904) 磁の牙城旅11鶴港攻略 活の為には慢しみなく自重量を投

戦iこ参加の時は気球に搭乗して じて海ゆるところがなかった。

偵察し「旅繍焔落を高みの見物が、昭和16年 (941) 2 月 288

と滋落溜り候J 去々の書信を知 平塚海軍軍共済病院で72織の主主緩
人に送担当時の新聞紙上で絶演 を繕えた。翠は本市の中央霊歯
された事は有名主主話である。 に怒っている鼠殺な三重嵐塔が
駿後は海軍火薬療の前身なる それである。
The ]apanese Explosives Co: Ltd 7.主布、新宿中央通りの密科露
出ratuska Factory 新設に参与し市阿久夫氏はその令孫である。

〈器〉

す

〔袋f! 2自〉

一一Oだれにも雪え
ないあなたの悩

み、心配どとを

そっと覇軍えてい
ただし
と宰&毎月第 l

第 3 月曜告待-15待
ところ e ・..... 穏祉事務所応援蜜

穏談鑓.，...... 婚人民生委員ほか

縁談内饗・身のうえ@健康@家縁
也住居 e 職業・結婚・生活@教育

その他精神的経務的問題なんでも

る

"" 

緊
張
感
を
と
く
に
は
鎚
報

綴
鰯
綴
麟
綴
綴
饗
古
川
警
運
動
、
こ
の
一
一
一
つ
は
ど
ん
な
子
ど

襲
撃
欝
襲
所
も
に
も
与
え
た
い
大
重
も
の
で

際
機
鱗
勝
鱗
際
総
教
育
指

鹿
島
豊
富
豊
能
書
留
揮
す
。
つ
ま
り
の
ん
び
り
と
さ
せ
た

餓
護
で
扱
っ
た
実
椀
一
様
か
ら
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
ま
わ
む
に

い
る
人
々
を
強
く
意
識
し
、
人
的

関
い
…ζの
子
は
氾
ひ
とD
弟
に
い
る
の
だ
と
い
う
一
種
の
緊
猿

z
z
L

ふ
た
り
の
中
に
は
さ
ま
の
感
じ
が
強
く
て
附
闘
を
し
め
つ
け

れ
た
ひ
と
ち
娘
で
、
五
年
生
の
始
珂
ま
う
に
感
じ
る
た
め
口
が
と
わ

め
ど
ろ
か
ら
押
富
市
中
に
先
生
に
さ
ば
っ
て
く
る
の
で
す
。
ど
も
る

ざ
さ
れ
る
と
胸
訴
ど
宮
ど
き
ナ
る
こ
と
は

ζ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
震

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
出
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
自
分
の
ど

そ
れ
と
同
時
に
少
し
ど
も
っ
て
し
も
り
を
意
識
し
て
し
ま
い
、
人
前

ま
い
、
ま
た
答
え
が
う
ま
く
言
え
で
は
自
分
に
は
で
意
な
い
の
だ
と

な
い
と
雪
線
ぐ
ん
で
し

p

し
ま
ナ
。
で
す
か
ら

ま
う
ら
し
い
で
ナ
。
成
可
ぷ
和
相
官
烈
戦
闘

ψ

自
憶
を
も
っ
て
人
の

織
は
中
の
と
に
い
る
の

r
n榊
れ
辺
昭
統
糟
前
で
し
ゃ
A
る
よ
う

で
ナ
が
、
ど
う
し
た
ら
撃
ぞ
繍
療
費
に
ナ
る
こ
と
で
ナ
。

な
お
る
で
し
ょ
う
か
鱗
欝
恥
続
問
同
一
足
飛
び
に
大
舎
な

ど
う
し
て
総
務
縮
製
船
脚
潟
惨
舞
台
に
出
る
の
で
は

お
答
え
・
緩
緩
臨
機
蹴
噌
哨
鶴
喝
、

ど
き
ど
き
2
5

番
重
量

w

本
く
む
し
ろ
教
室
な

ナ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
原
留
は
ど
で
自
分
で
進
ん
で
や
っ
て
み
る

わ
か
り
ま
せ
ん
が
次
の
よ
う
な
こ
話
し
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
を
な

と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
の
で
し
さ
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う

e

少

ょ
う
か
。
な
る
べ
く
こ
の
子
の
場
し
で
も
う
ま
く
で
き
た
ら
気
を
ひ

嘗
た
て
て
や
る
よ
う
に
ほ
め
て
や

合
知
的
な
科
激
か
ら
逮
ざ
庁
る
よる
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
子
は

う
に
し
、
問
外
へ
出
て
太
陽
の
下
し
ば
し
ば
受
け
持
ち
の
先
生
の
態

で
、
外
の
い
い
空
気
を
す
い
な
が
度
に
も
よ
っ
て
急
に
変
わ
る
と
乙

ら
、
で
古
る
だ
け
運
動
議
の
大
き
も
あ
り
ま
ナ
か
ら
よ
く
受
け
持
ち

い
遊
び
を
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
山
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
が
大
切
で
ナ
。
日
光
と
沼
気
と
担
当
打
面
所
員

9620023)
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術
総
監
瞳
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制
恥
刷
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m
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山

韓
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会
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詑
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ロ
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協
刻
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局
的
関
沢
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入
量
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ありし自の市田署太次郎氏


